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と
ん
や
ま
ち
健
康
づ
く
り
実
践
塾
が
ス
タ
ー
ト

煙の充満したテントを通過する参加者

とんやまち健康づくり実践塾

健康づくり奨励賞表彰式 健やか隊員育成研修

訓練用人形を使って胸骨圧迫体験

　

組
合
で
は
健
康
事
業
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
「
と
ん
や
ま
ち

健
康
づ
く
り
実
践
塾
」
を
開
始
し
、

組
合
員
５
社
が
参
加
し
た
。

　

同
実
践
塾
は
、
全
国
健
康
保
険

協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
青
森
支
部

な
ど
の
支
援
機
関
と
連
携
し
、
健

康
経
営
に
関
心
の
あ
る
組
合
員
企

業
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
も

の
。
会
議
は
２
ヵ
月
に
１
回
程
度

開
催
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
形
式
で
実
施
。
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
最
新
情
報
の
紹
介
や
自

社
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
健
診

デ
ー
タ
の
分
析
、
協
会
け
ん
ぽ
保

健
師
か
ら
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
わ
れ
る
。

　

１
回
目
は
９
月
27
日
（
水
）
に

開
催
さ
れ
、
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
健

康
経
営
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か

参
加
組
合
員
の
従
業
員
健
診
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
「
事
業
所
健
康
度

診
断
」
に
つ
い
て
解
説
。
参
加
者

は
自
社
の
健
康
度
合
い
を
数
値
や

図
で
示
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

そ
の
他
、
９
月
７
日
（
木
）
に

は
青
森
県
医
師
会
健
や
か
力
推
進

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
健
や
か
隊
員

育
成
研
修
」
が
問
屋
町
会
館
で
開

催
。
当
研
修
の
受
講
が
県
の
健
康

経
営
認
定
制
度
の
必
須
項
目
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
市
内
の

企
業
か
ら
47
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
組
合
の
健

康
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
県
か
ら
健
康
づ
く
り
奨
励
賞

を
受
贈
。
９
月
12
日
（
火
）
に
は

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
組
合
の
小
田

切
業
務
部
長
が
出
席
し
、
青
山
副

知
事
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

組
合
で
は
今
後
も
青
森
市
南
部

の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
べ

く
、
積
極
的
に
健
康
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

９
月
11
日
（
月
）
に
問
屋
町
会

館
で
第
５
回
問
屋
町
防
災
訓
練
が

開
催
さ
れ
た
。
訓
練
に
は
組
合
員

従
業
員
37
名
が
参
加
し
た
ほ
か
、

青
森
市
危
機
管
理
課
及
び
日
本
赤

十
字
社
青
森
県
支
部
、
青
森
地
域

広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
よ
り
担

当
官
が
講
師
と
し
て
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
当
事
業
を
企
画
担

当
す
る
大
平
環
境
対
策
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

参
加
者
は
２
班
に
分
か
れ
て
救
命

訓
練
と
火
災
時
訓
練
を
交
互
に
実

施
し
た
。

　

救
命
訓
練
で
は
、
日
本
赤
十
字

社
の
田
澤
氏
の
指
導
の
も
と
、
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順

に
つ
い
て
、
訓
練
用
人
形
や
デ
モ

機
を
使
い
、
実
際
に
体
験
し
な
が

ら
学
ん
だ
。
田
澤
氏
は
「
心
停
止

状
態
の
傷
病
者
に
は
胸
骨
圧
迫
に

よ
る
心
肺
蘇
生
を
行
う
こ
と
が
重

要
。
強
く
・
速
く
・
絶
え
間
な
い

胸
骨
圧
迫
に
よ
っ
て
、
救
命
率
は

大
幅
に
向
上
す
る
。
周
り
の
人
と

交
替
し
な
が
ら
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
や
り
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

　

火
災
時
訓
練
で
は
煙
体
験
を
実

施
。
四
方
を
囲
ま
れ
た
テ
ン
ト
を

人
体
に
無
害
な
煙
で
満
た
し
、
テ

ン
ト
内
に
は
障
害
物
に
見
立
て
た

カ
ー
テ
ン
と
三
角
コ
ー
ン
が
置
か

れ
、
煙
に
よ
り
視
界
を
遮
ら
れ
た

中
で
の
行
動
を
体
験
。
参
加
者
は

「
煙
の
中
が
こ
ん
な
に
動
き
に
く

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
方
向
感

覚
が
失
わ
れ
、
自
分
の
進
み
た
い

方
向
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
今
回
、

体
験
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
非
常

に
参
考
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
語

っ
た
。
そ
の
他
、
水
消
火
器
を
使

っ
た
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
、
火
災

時
の
対
応
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

訓
練
当
日
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
ち
ょ
う
ど
６
年
半
と
い
う
こ
と

で
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
に

訪
れ
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

つ
い
薄
れ
が
ち
な
防
災
意
識
で
あ

る
が
、
組
合
で
は
今
後
も
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
意
識
高
揚
を
図
る
。
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救
命
処
置
や
火
災
時
の
対
応
を
学
ぶ

第
５
回
問
屋
町
防
災
訓
練
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問
屋
町
の
若
手
従
業
員
の
交
流

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
問
屋
町

若
手
従
業
員
親
睦
交
流
会
が
９
月

15
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル
青
森
で
開

催
さ
れ
た
。
４
回
目
と
な
っ
た
今

回
は
、
組
合
員
従
業
員
ら
29
名
が

参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
１
人
ず
つ
自
己
紹

介
を
行
っ
た
ほ
か
、
よ
り
多
く
の

参
加
者
と
交
流
で
き
る
よ
う
２
回

の
席
替
え
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
従
業
員

格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
」
を
実
施
。
こ

れ
は
国
産
牛
、
外
国
産
牛
、
鶏
肉

の
３
種
類
の
お
肉
を
目
隠
し
し
た

状
態
で
食
べ
、
正
解
を
当
て
る

ゲ
ー
ム
。
正
解
発
表
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

会
話
も
弾
み
、
参
加
者
は
楽
し
く

交
流
し
て
い
た
。

　

次
回
は
、
年
明
け
２
月
17
日

（
金
）
に
開
催
す
る
予
定
で
、
参

加
者
に
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を

用
意
す
る
。

　

第
４
回
理
事
会
が
９
月
25
日

（
月
）
に
開
か
れ
、
審
議
の
結
果

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
組
合
創

立
50
周
年
記
念
事
業
の
進
捗
状
況

や
経
済
産
業
省
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
、
献
血
推
進
活
動
に
か
か

る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
受
賞
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

　

問
屋
町
会
館
消
防
用
設
備
交
換

工
事
や
物
流
セ
ン
タ
ー
壁
面
コ
ー

キ
ン
グ
工
事
の
実
施
な
ど
が
承
認

あいさつする佐々木会長（青友会）

歓談する参加者フルーツバイキング

自己紹介する参加者

目隠ししてお肉の食べ比べ

さ
れ
た
。

案
件
二
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
組
合
員
の
組
織
変
更
に

伴
う
出
資
金
等
の
承
継
並
び
に
組

合
員
施
設
の
賃
貸
承
認
に
つ
い
て

案
件
四
．
つ
な
ぎ
資
金
の
借
換
に

つ
い
て

案
件
五
．
新
規
車
両
の
購
入
に
つ

い
て

案
件
六
．
新
年
会
の
開
催
に
つ
い
て

案
件
七
．
２
０
１
７
年
度
第
５
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会

並
び
に
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の
第

２
回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
提
出

案
件
全
て
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
問
屋
町

フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
が
、
９
月

24
日
（
日
）
に
青
森
観
光
り
ん
ご

園
で
開
催
さ
れ
た
。
青
森
問
屋
町

経
営
同
友
会
受
託
事
業
で
あ
る
同

イ
ベ
ン
ト
は
、
青
森
市
勤
労
者
互

助
会
と
の
共
催
で
80
名
が
参
加
。

家
族
連
れ
も
多
く
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
同
友
会
の

河
田
幹
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
青

森
観
光
り
ん
ご
園
の
川
村
氏
よ
り

園
内
の
果
物
の
食
べ
頃
や
収
穫
方

法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
食
べ
頃
と

な
っ
た
園
内
の
り
ん
ご
や
梨
、
プ

ル
ー
ン
な
ど
が
全
て
食
べ
放
題
。

あ
わ
せ
て
、
ジ
ャ
ス
ト
１
㎏
に
な

る
よ
う
に
収
穫
す
る
ゲ
ー
ム
も
実

施
さ
れ
、
参
加
者
は
収
穫
し
た
果

物
の
測
定
結
果
に
一
喜
一
憂
。

ジ
ャ
ス
ト
１
㎏
を
達
成
し
た
優
勝

者
に
は
高
級
メ
ロ
ン
が
贈
ら
れ
、

そ
の
他
の
参
加
者
に
は
収
穫
し
た

果
物
が
持
ち
帰
り
用
と
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　

昼
食
に
は
県
産
品
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内

の
人
気
イ
タ
リ
ア
料
理
店
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
リ
ン
チ
ェ
）」
の
滝
沢

シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
っ
た
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
や
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
、

フ
ル
ー
ツ
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
は
お
腹
い
っ
ぱ

い
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
た
。

タ
ー
ト
し
今
年
で
４
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

交
流
の
輪
が
広
が
り
、
異
業
種
間

の
つ
な
が
り
が
ま
す
ま
す
強
く
な

る
と
共
に
、
組
合
活
動
の
一
層
の

活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

た
。

　

合
同
交
流
会
は
、
組
合
員
の
若

手
経
営
者
お
よ
び
後
継
者
で
組
織

さ
れ
る
同
友
会
と
、
問
屋
町
内
の

支
店
や
営
業
所
等
の
責
任
者
で
組

織
さ
れ
る
青
友
会
と
の
親
睦
交
流

を
目
的
に
２
０
１
４
年
か
ら
ス

　

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
（
同

友
会
）
と
問
屋
町
支
店
長
・
所
長

連
絡
会
（
青
友
会
）
の
合
同
交
流

会
が
９
月
26
日
（
火
）、
ホ
テ
ル

青
森
で
開
催
さ
れ
た
。
交
流
会
に

は
両
会
会
員
及
び
事
務
局
職
員
合

わ
せ
て
40
名
が
参
加
し
た
。

　

青
友
会
の
佐
々
木
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
同
友
会
の
一
戸
会
長

に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
。
同
友
会
で
開
催
し
て

い
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
の

体
重
測
定
を
実
施
後
、
両
会
の
会

合
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
１
分

間
ス
ピ
ー
チ
を
出
席
者
全
員
が
行

う
な
ど
し
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
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問
屋
町
会
館
消
防
用
設
備
交
換

工
事
の
実
施
な
　
　
ど

承
認第

４
回
理
事
会

問
屋
町
内
の
交
流
を
促
進

同
友
会
・
青
友
会
合
同
交
流
会
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秋
の
味
覚
を
味
わ
う

問
屋
町
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ



家庭用ストーブから大規模施設暖房システムまで環境対応型総合暖房機器メーカー

青森営業所　青森市問屋町2丁目18番18号　〒030－0131
TEL（017）738－4141　FAX（017）738－5354
URL：h t t p：/ / www . s u n p o t . c o . jp /  

青森県中小企業団体中央会
専務理事

馬場　良夫  氏

①
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
・

中
小
企
業
大
学
校
仙
台
校
コ
ラ

ボ
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
と
強
い

幹
部
の
育
て
方
」

日　

時　

11
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

会　

場　

問
屋
町
会
館

参
加
料　

無
料

定　

員　

30
名

②
第
41
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日　

時　

11
月
17
日
（
金
）　

　
　
　
　

19
時
～
21
時

会　

場　

ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル

参
加
料　

１
人 

１
，
８
０
０
円

定　

員　

90
名

　
　

奨
励
賞
表
彰
式

14
日
▽
第
６
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　

▽
第
４
回
問
屋
町
若
手
従
業

員
親
睦
交
流
会

19
日
▽
第
２
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　

▽
㈿
山
形
流
通
団
地
来
訪

24
日
▽
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ

25
日
▽
第
４
回
理
事
会

　
　

▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
２

回
取
締
役
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
第
２
回

取
締
役
会

26
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
３
回

街
頭
指
導

　
　

▽
同
友
会
・
青
友
会
第
４
回

合
同
交
流
会

27
日
▽
第
１
回
と
ん
や
ま
ち
健
康

づ
く
り
実
践
塾

　

前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
馬
場

専
務
理
事
に
よ
る
経
済
雑
感
を

お
送
り
す
る
。

【
地
場
産
業
と
景
気
】

　

足
か
け
40
年
に
わ
た
っ
て
地

域
中
小
企
業
対
策
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
国
全

体
で
は
、
好
景
気
と
後
退
局
面

の
不
況
の
波
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
が
、
地
域
経

済
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
好
景

気
は
ほ
ん
の
一
瞬
の
時
期
に
過

ぎ
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
地
域
に
根
差
し
た
い
わ
ゆ

る
地
場
産
業
に
お
い
て
は
、
常

に
赤
（
も
し
く
は
赤
に
近
い
黄

色
）
の
信
号
が
続
い
て
い
た
と

い
う
思
い
で
す
。

　

１
９
８
０
年
代
、
我
が
国
は
い

わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
に
沸
い
た
訳

で
あ
り
ま
す
が
、
本
県
に
お
い
て

は
昭
和
63
年
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
開

通
と
同
記
念
博
覧
会
の
開
催
の
前

後
数
年
間
が
、
小
さ
目
で
は
あ
る

も
の
の
青
森
県
バ
ブ
ル
で
あ
っ

た
の
か
と
今
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
同
時
に

そ
の
ツ
ケ
も
大
き

く
、
未
だ
後
処
理

に
苦
慮
し
て
い
る

事
案
が
あ
る
の
も

純
然
た
る
事
実
で
す
。

　

私
自
身
、
行
政
の
立
場
に
い
た

か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

マ
イ
ナ
ス
の
面
に
目
が
行
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
、
こ
れ
ま
で
我
が
国

全
体
の
景
気
に
か
か
わ
ら
ず
青
森

県
の
地
場
産
業
は
厳
し
い
経
営
環

境
に
置
か
れ
て
き
て
お
り
、
今
後

も
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中

に
あ
っ
て
、
一
層
厳
し
い
局
面
に

置
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
杞
憂

し
て
い
ま
す
。

【
県
内
中
小
企
業
の
声
と
新
た
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

私
ど
も
青
森
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
は
、
県
内
４
７
２
の
事

業
協
同
組
合
等
を

会
員
と
し
、
各
地

区
の
会
員
理
事
長

の
皆
様
か
ら
そ
の

時
々
の
生
の
声
を

頂
戴
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
、
９
月
１
日
の
弘
前
地

区
を
皮
切
り
に
、
同
月
29
日
の
八

戸
地
区
ま
で
県
内
10
市
で
地
区
別

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
現

下
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
地

区
、
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
手

不
足
と
後
継
者
対
策
（
事
業
承

継
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

５
日
▼
Ｒ
ｅ
モ
デ
リ
ン
グ
講
座

６
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
①

７
日
▼
総
務
力
向
上
研
修

　
　

（
決
算
書
編
）

12
日
▼
総
務
力
向
上
研
修

　
　

（
目
標
管
理
編
）

13
日
▼
業
界
で
生
き
残
る
た
め
に

　
　

（
商
談
ツ
ー
ル
編
）

　
　

▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
②

14
日
▼
＝
Ｙ
＇ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
＝

　
　

（
木
曜
コ
ー
ス
）
①

15
日
▼
＝
Ｙ
＇ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
＝

　
　

（
金
曜
コ
ー
ス
）
①

20
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
③

26
日
▼
仕
事
整
理
術
①

27
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
④

28
日
▼
仕
事
整
理
術
②

９
月

４
日
▽
青
森
県
雇
用
安
定
創
出
対

策
本
部

５
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
２
回

街
頭
指
導

　
　

▽
青
森
大
学
企
業
訪
問

　
　

▽
県
中
央
会
地
区
別
懇
談
会

７
日
▽
商
団
連
第
１
回
事
務
局
長

会
議
（
～
８
日
）

　
　

▽
健
や
か
力
推
進
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
担
当
者
養
成
研
修

８
日
▽
第
３
回
事
業
委
員
会

11
日
▽
第
５
回
問
屋
町
防
災
訓
練

12
日
▽
県
あ
お
も
り
健
康
づ
く
り

　

有
効
求
人
倍
率
１
・
２
６

（
平
成
29
年
８
月
）
は
実
体
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ

つ
あ
り
、
採
用
が
進
ま
な
い
中

に
あ
っ
て
、
一
方
で
は
国
が
主

導
す
る
「
働
き
方
改
革
」
と
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
伴
う
人

件
費
の
増
大
な
ど
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
中
小

企
業
の
経
営
、
組
合
組
織
の
運

営
に
は
、
全
く
新
た
な
視
点
か

ら
の
具
体
性
の
あ
る
戦
略
の
再

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
中
小
企
業
団
体
中
央

会
も
、
同
じ
よ
う
に
中
小
企
業

支
援
、
連
携
組
織
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
今
一
度
原
点
に
返

り
、
新
た
な
視
点
か
ら
「
攻
め

の
青
森
県
中
央
会
」
を
再
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
完
）

2017（平成29）年10月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 567 号 ⑶

経
済
雑
感

第
七
十
八
回

青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

専
務
理
事
　
馬
場
　
良
夫
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堆積した汚泥を重機も使って排出

㈱青森銀行
問屋町支店　支店長
髙橋　秀成 氏

側溝泥上げ作業箇所

交換前交換後

編
集
後
記
の
８
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
50
周
年
の
今
年

は
、
環
境
・
健
康
・
安
心
安
全

事
業
な
ど
が
数
々
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
▼
そ
の
お
陰
で
、

色
々
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
２
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
を
受
け
た
こ
と
は
大

変
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
春

の
「
合
同
清
掃
」
と
、
今
回
の
「
第
５

回
問
屋
町
防
災
訓
練
」
で
す
▼
春
の

「
合
同
清
掃
」
は
、
こ
れ
ま
で
民
放
各

社
は
毎
年
、
春
の
風
物
詩
と
し
て
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
16

年
目
で
は
じ
め
て
で
す
。「
問
屋
町
防

災
訓
練
」
も
東
日
本
大
震
災
か
ら
毎
年

取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
▼
こ
の

「
合
同
清
掃
」「
問
屋
町
防
災
訓
練
」

が
「
社
会
的
価
値
創
出
事
業
」
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
単
な
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
と
し

て
で
は
無
く
、
そ
の
事
業
価
値
を
毎
回

再
評
価
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
▼
こ
の
「
社
会
的
価
値
創
出
事
業
」

に
「
経
済
的
価
値
創
出
事
業
」「
文
化

的
価
値
創
出
事
業
」
を
加
え
た
三
つ
の

事
業
セ
グ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
今
回
も

ご
紹
介
し
ま
す
▼
こ
れ
ま
で
の
収
益
事

業
・
非
収
益
事
業
と
い
う
セ
グ
メ
ン
ト

で
は
、
ど
う
し
て
も
収
益
事
業
に
重
き

が
置
か
れ
ま
す
。
従
っ
て
組
合
運
営
の

考
え
も
収
益
優
先
主
義
に
と
な
り
ま
す

▼
し
か
し
、
組
合
と
株
式
会
社
は
違
う

の
で
す
。
特
に
、
組
合
員
で
小
さ
な
街

を
形
成
す
る
卸
団
地
事
業
協
同
組
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
違
い
は
顕
著
で
す
。

株
式
会
社
に
無
い
組
合
の
重
要
な
役
割

が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
で
す
▼
こ
の
組
合
員

サ
ー
ビ
ス
を
志
向
・
実
現
す
る
た
め
に
、

「
社
会
的
価
値
創
出
事
業
」「
文
化
的

価
値
創
出
事
業
」
と
い
う
新
た
な
枠
組

み
で
、
事
業
価
値
を
評
価
（
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
）
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
稿
続
く
（
藤
本
）

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
で
は
、
今

年
の
７
月
に
八
戸
駅
前
支
店
か
ら
赴

任
し
て
き
た
、
㈱
青
森
銀
行
問
屋
町

支
店
の
髙
橋
支
店
長
に
お
話
を
伺
っ

た
。

　

同
行
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
「
昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
第
15
次
中
期
経
営
計
画『
あ
お
ぎ
ん

Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
プ
ラ
ン
』で
は
、当

行
の
目
指
す
姿
と
し
て『
県
内
ナ
ン
バ

ー
１
の
信
認
と
圧
倒
的
な
存
在
感
を

有
し
、
地
域
活
性
化
を
リ
ー
ド
す
る

銀
行
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
基
本
戦
略

で
あ
る
地
方
創
生
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
で
は
、
餌
に
栄
養
価
の
高
い

『
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
』を
与
え
た
ジ
ャ

ー
ジ
ー
牛
の
生
乳
を
使
っ
た
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
が
人
気
の
、鯵
ヶ
沢
町
に
あ
る

牧
場
『
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
ジ
ャ
ー

ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
』
で
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー

な
ど
の
製
造
販
売
や
食
事
を
提
供
す
る

カ
フ
ェ
の
併
設
な
ど
を
当
行
で
支
援
し

ま
し
た
。
新
し
い
事
業
を
実
現
し
よ
う

と
県
や
町
、
観
光
協
会
な
ど
に
働
き
掛

け
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
社
を

中
心
と
し
た
組
織
『
白

神
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

協
議
会
』
を
設
立
し
、

牧
場
経
営
者
の
夢
を
現

実
と
し
ま
し
た
。
当
行

で
は
事
業
内
容
や
将
来
性
を
見
極
め
る

事
業
性
評
価
を
重
視
し
、
様
々
な
企
業

や
組
織
と
を
繋
い
で
お
客
様
の
可
能
性

を
広
げ
る
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
創
業
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
資
金
計
画
や
事
業
計
画
だ
け
で

な
く
、
場
所
探
し
か
ら
社
内
規
定
作
成

ま
で
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
一

緒
に
作
成
し
て
い
く
過
程
で
、
お
客
様

が
夢
を
語
っ
て
く
れ
る
時
な
ん
か
は
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
創
業
の

み
な
ら
ず
経
営
改
善
で
も
、
お
客
様
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
我
々
に
し
か
見
つ

け
ら
れ
な
い
問
題
点
を
探
し
出
し
、

よ
り
良
い
提
案
を

出
来
れ
ば
と
日
々

力
を
注
い
で
い
ま

す
。
今
後
も
地
方

銀
行
な
ら
で
は
の

強
み
を
生
か
し
、

地
域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
銀
行
を

実
現
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

問
屋
町
の
印
象
に
つ
い
て
話
が
及
ぶ

と
「
企
業
が
集
ま
る
団
地
は
建
物
ば
か

り
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
問
屋
町
は

緑
が
多
く
景
観
が
整
備
さ
れ
、
朝
の
清

掃
活
動
な
ど
へ
の
組
合
員
の
参
加
人
数

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
団
地
で
働

く
人
の
プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が

感
じ
ら
れ
、
と
て
も
良
い
町
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
う
と

「
興
味
が
あ
る
も
の
や
、
誘
い
が
あ

っ
た
も
の
は
何
で
も
や
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
趣
味
が
広
が
る
と
い
ろ

い
ろ
な
人
と
触
れ
合
う
良
い
機
会
に

も
な
り
ま
す
し
ね
。
最
近
で
は
釣
り

を
本
格
的
に
楽
し
ん
で
お
り
、
そ
の

こ
と
が
父
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
が
成
長
し
て
く
る
に
つ
れ
、

ス
キ
ー
な
ど
の
昔
の
趣
味
が
復
活
し

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
に
な
る
の

が
天
気
で
、
青
森
市
に
来
て
か
ら
ゴ

ル
フ
は
90
％
雨
と
も
の
す
ご
く
雨
男

な
ん
で
す
」
と
苦
笑
い
。

（
46
歳
）

　

こ
の
た
び
、
東
北
電
力
㈱
青
森

支
店
の
協
力
に
よ
り
、
第
二
問
屋

町
幹
線
道
路
の
45
本
の
電
柱
カ
ラ

ー
シ
ー
ト
を
交
換
し
た
。

　

こ
の
緑
色
の
電
柱
カ
ラ
ー
シ
ー

ト
は
、
街
並
・
景
観
整
備
と
団
地

内
の
電
柱
違
反
広
告
物
貼
付
防
止

　

組
合
で
は
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、
問
屋
町
地
区
の
側
溝
泥
上

げ
作
業
を
実
施
し
た
。

　

同
工
事
は
昨
年
度
よ
り
数
ヵ
年

計
画
で
ス
タ
ー
ト
。
問
屋
町
地
区

で
は
、
以
前
か
ら
汚
泥
堆
積
が
原

因
で
排
水
に
支
障
を
き
た
し
、
大

雨
の
際
に
道
路
が
冠
水
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
側
溝
の
泥
上
げ
は
本

来
は
組
合
員
に
実
施
義
務
が
あ
る

も
の
の
、
蓋
の
老
朽
化
や
汚
泥
の

詰
ま
り
に
よ
り
泥
上
げ
を
す
る
こ

と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
組
合
が

専
門
業
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と

と
し
た
も
の
。

　

２
年
目
と
な
る
今
回
は
、
問
屋

町
１
丁
目
東
側
地
区
の
泥
上
げ
を

実
施
。
多
い
と
こ
ろ
だ
と
堆
積
し

た
汚
泥
の
厚
さ
が
20
㎝
以
上
に
も

及
び
、
総
回
収
量
は
土
嚢
袋
２
，

３
０
０
袋
に
も
な
っ
た
。

　

組
合
で
は
来
年
度
以
降
も
問
屋

町
地
区
の
側
溝
泥
上
げ
作
業
を
継

続
し
て
行
い
、
組
合
員
が
働
き
や

す
い
環
境
整
備
を
図
る
。

策
と
し
て
２
０
０
６
年
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
際
も
東
北
電
力
と
連
携

し
て
実
施
。
問
屋
町
地
区
と
比
較

し
て
緑
の
少
な
か
っ
た
第
二
問
屋

町
地
区
の
緑
視
率
が
向
上
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り

経
年
劣
化
で
破
損
し
て
い
た
電
柱

シ
ー
ト
は
鮮
や
か
に
蘇
り
、
景
観

向
上
が
図
ら
れ
た
。
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団
地
企
業
訪
問

電
柱
シ
ー
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

昨
年
に
引
き
続
き
問
屋
町
の

側
溝
泥
上
げ
実
施




